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登米市の人口と高齢化の推移 0 64歳
65歳以上

■アンケートにお答えいただく前にご一読ください■ 

本市の総人口は、市町村合併した平成

17 年をピークに令和 22 年の推計値で

は６割程度まで減少すると想定されてい

ます。 

人口減少や高齢化が進むと、日常生活

における様々なサービス水準の低下を招

く可能性があります。 

そのため、本市では、市民の皆さまが、

将来にわたって安全安心で快適に暮らせ

るよう、「コンパクトなまちづくり」を進

めています。 

【コンパクトなまちづくり】のためのアンケート調査 
 これからの将来を担う皆さんのご意見をお聴かせください 

推計値 

10 年間で 7,357 人減少 

－735.7 人/年 

25 年間で 24,519 人減少 

－980.8 人/年 

○登米市の目指す将来都市構造図

出典：登米市都市計画マスタープラン

出典：日本の将来推計人口（平成 29年推計）（国立社会保障・人口問題研究所）

 本市の中心拠点と位
置付ける迫地域佐沼地
区を核として、都市機能
の集約を図りながら地
域拠点と公共交通網に
より連携を図るコンパ
クトシティ・プラス・ネ
ットワークの実現を目
指します。 



１．多機能・複合化のイメージ 

・総合支所 

                                           ・公民館＋ 

総合支所  公民館                                 市民ｾﾝﾀｰ 

                     廃止     廃止    複合施設 

２．長寿命化のイメージ

既存建物      既存建物を補強・修繕して、より長く使用する 

３．民間連携のイメージ 

         公共施設と             公共施設の建設、 

          民間施設の併設           維持管理、運営等を 

                             行政と民間が連携して行う 

４．地域管理 ５．売却・賃貸

        地域住民による               市所有地等の一部売却や 

         公園や花壇等の維持管理           貸し出しによる収入確保 

（清掃や除草等） 

４．これからの登米市のまちづくりについて、ご意見等ございましたらご自由にご記入ください。

～アンケートは以上で終わりです。ご協力いただき、誠にありがとうございました。～ 

多機能・ 

複合化 

補強・ 

修繕 

補強・

修繕 

公園・ 

花壇等

の管理 

市所有

地等 

売 貸 
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人口減少や高齢化が進むと、こんな影響があるかも… 

このアンケートを通じて、「コンパクトなまちづくり」に関する皆さんの考えを伺い、これから

の様々な取組の参考としたいので、ご協力をお願いします。 

１．回答者について 

問１：あなたの性別について、該当する番号を１つ選び、◯印をつけてください。 

１．男性 ２．女性 ３．その他 

問２：あなたの住んでいる地域について、該当する番号を１つ選び、◯印をつけてください。 

１．迫地域 ２．登米地域 ３．東和地域 ４．中田地域 

５．豊里地域 ６．米山地域 ７．石越地域 ８．南方地域 

９．津山地域 10．市外（宮城県内） 11．市外（宮城県外）  

２．日常生活の中で利用する施設について 

問３：あなたが外出する際、どこ（場所・地区）に、何で（交通手段）行きますか。 

目的別に場所・地区を１つ選び、○印をつけてください。また、その際の交通手段を３つ以内で選び、 

○印をつけてください。

目 的 

最もよく行く場所・地区（○は１つ） よく利用する交通手段（○は３つ以内） 

登米市内 市
外

行
く
こ
と
が
な
い

自
動
車
（
家
族
が
運
転
）

バ
イ
ク
・
原
付

バ
ス

鉄
道

自
転
車

徒
歩

そ
の
他

行
く
こ
と
が
な
い

迫
町
佐
沼
地
区
周
辺

お
住
ま
い
の
地
域
の
市
役
所

総
合
支
所
等
の
周
辺

左
記
以
外

①通学 
注 交通手段のみ○印をつけてください 

②食料品・日用品を買うための日常の買い物
（スーパー、コンビニなど） 

③買回り品※を買うための買い物 
（大型ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ、ﾃﾞﾊﾟｰﾄなど） 

④飲食店（レストランなど） 

⑤病院・診療所 

⑥図書館・文化会館 

⑦スポーツ施設・公園 

※買回り品：洋服・靴や家電製品、趣味に関する商品など 

病院や福祉施設等、身 

近な生活サービスの維 

持が困難になるかも… 

通勤通学等に利用する 

バス等が縮小し、不便 

になるかも… 

市街地の空洞化が進み、

空き家や空き店舗が増 

えるかも… 

企業の撤退により、働く

場や買い物ができる場

がなくなるかも… 
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問４：あなたが外出する際、目的地までの移動時間はどのくらいですか。 

また、移動の利便性について、どのように感じていますか。 

目的別に移動時間、利便性をそれぞれ１つ選び、○印をつけてください。

目 的 

移動時間（○は１つ） 移動の利便性（○は１つ） 

５
分
未
満

５
分
以
上
15
分
未
満

15
分
以
上
30
分
未
満

30
分
以
上
１
時
間
未
満

１
時
間
以
上

分
か
ら
な
い
・
行
く
こ
と
が
な
い

と
て
も
便
利

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
便
利

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
不
便

と
て
も
不
便

分
か
ら
な
い
・
行
く
こ
と
が
な
い

①通学 

②食料品・日用品を買うための日常の買い物
（スーパー、コンビニなど） 
③買回り品※を買うための買い物
（大型ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ、ﾃﾞﾊﾟｰﾄなど） 

④飲食店（レストランなど） 

⑤病院・診療所 

⑥図書館・文化会館 

⑦スポーツ施設・公園 

※買回り品：洋服・靴や家電製品、趣味に関する商品など 

問５：登米市迫町佐沼地区周辺の中心拠点となる地区に必要な施設は何ですか。 

あてはまるものを３つまで選び、○印をつけてください。

１．食料品や日用品店舗（ｽｰﾊﾟｰ､ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ等） ２．コンビニエンスストア 

３．大型ショッピングセンターやデパート ４．電気製品、家具や趣味用品等の専門店 

５．飲食店（レストラン、喫茶店等） ６．総合病院 

７．医院や診療所 ８．幼稚園、保育園や認定こども園 

９．市役所や総合支所 10．公民館や集会施設 

11．図書館 12．文化ホール 

13．スポーツ施設（体育館、運動場等） 14．高齢者福祉施設 

15．銀行や郵便局 16．公園や広場 

17．小学校や中学校 18．高校、専門学校や大学 

19．その他（               ） 

問６：日常生活で、自宅周辺に必要な施設は何ですか。 

あてはまるものを３つまで選び、○印をつけてください。

１．食料品や日用品店舗（ｽｰﾊﾟｰ､ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ等） ２．コンビニエンスストア 

３．大型ショッピングセンターやデパート ４．電気製品、家具や趣味用品等の専門店 

５．飲食店（レストラン、喫茶店等） ６．総合病院 

７．医院や診療所 ８．幼稚園、保育園や認定こども園 

９．市役所や総合支所 10．公民館や集会施設 

11．図書館 12．文化ホール 

13．スポーツ施設（体育館、運動場等） 14．高齢者福祉施設 

15．銀行や郵便局 16．公園や広場 

17．小学校や中学校 18．高校、専門学校や大学 

19．その他（               ） 
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３．登米市のこれからのまちづくりについて 

問７：人口減少や少子高齢化が進むと、日常生活に様々な影響が生じる可能性があります。 

あなたにとって影響が生じると困ることを３つまで選び、◯印をつけてください。

１．利用者の減少により、スーパーなどの店舗が

撤退する 

２．鉄道やバスの運行本数が減る、路線がなくな

る 

３．商店街や駅前のにぎわいがなくなる ４．道路や水道などのインフラが維持・更新でき

なくなる 

５．病院や学校、福祉施設などの公益施設が統廃

合されて減る 

６．働き手の減少により、商工業などの企業が撤

退する 

７．高齢化の進行により、医療費などの社会保障

費が増加する 

８．人口が減少するため、１人あたりの税負担が

増加する 

９．人が減り、地域コミュニティを維持できなく

なる 

10．その他（               ） 

問８：登米市の今後のまちづくりにおいて、必要なことは何だと思いますか。 

あてはまるものを１つ選び、◯印をつけてください。

問９：登米市では、市の財政状況や建物の老朽化等を背景として、市が保有する土地や公共施設（市有財産）

について見直しを行うとともに、将来のまちのあり方を見据えた公共施設の再配置や市有財産の有効

活用を進める検討を行っています。 

将来に向けた公共施設のあり方について、以下の１～５の項目ごとに、あてはまるものを１つ選び、

○印をつけてください。

項  目 

積
極
的
に
実
施
す
べ
き

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

実
施
す
べ
き

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

実
施
す
べ
き
で
は
な
い

実
施
す
べ
き
で
は
な
い

１．公共施設の多機能・複合化
（公共施設（総合支所と公民館等）を併設するなど） 

２．公共施設の長寿命化
（市の建物を補強・修繕することで、より長く使用する） 

３．公共施設の民間連携
（公共施設と民間施設を合築したり、公共施設を民間施設と置き換えたりするなど）

４．公共施設の地域管理
（市が設置する公園の清掃や花壇の管理を地域住民で行うなど） 

５．公共施設の売却・賃貸
（市が保有する土地の一部を民間に売却したり、貸し出したりして収入を得る） 

※次のページに１～５のイメージ参照等があります。 

１．日常生活に必要な身近な買い物環境・サービス機能の確保 

２．市街地中心部への移動に便利な市内公共交通網の充実 

３．市の中心拠点（迫町佐沼地区周辺）のにぎわい創出 

４．市内各地域にある商店街などの活性化 

５．市外から人を呼び込むための新たな商業拠点地区の形成 

６．その他（                                      ） 
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